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○
今
後
の
夕
張
再
生
に

　
向
け
た
取
り
組
み
に

　
つ
い
て

ご意見・ご感想を

お寄せください
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（
１
）
真
の
夕
張
再
生
に
向
け
た
将

来
構
想
・
課
題
・
具
体
性
を
持
っ
て

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、

現
時
点
で
の
考
え
は
。

（
２
）
そ
れ
ら
に
向
け
た
過
程
の
中

　 　
す
る
財
政
需
要
を
的
確
に
取
り
入

　
れ
、
２
０
１
１
年
度
地
方
財
政
計

　
画
・
地
方
交
付
税
総
額
の
規
模
を

　
拡
大
す
る
こ
と
。
　

二
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
図

　
る
た
め
、
国
・
地
方
の
税
収
配
分

　
５
対
５
を
実
現
す
る
税
源
移
譲
と

　
格
差
是
正
の
た
め
の
地
方
交
付
税

　
確
保
、
地
方
消
費
税
の
充
実
、
国

　
の
直
轄
事
業
負
担
金
の
見
直
し
な

　
ど
、
抜
本
的
な
対
策
を
進
め
る
こ

　
と
。

三
、
２
０
１
０
年
度
予
算
に
お
い
て

　
も
創
設
さ
れ
た
「
地
域
活
性
化
・

　
雇
用
等
臨
時
特
例
費
」
な
ど
に
相

　
当
す
る
額
を
恒
久
的
に
地
方
財
政

　
計
画
・
地
方
交
付
税
措
置
に
取
り

　
入
れ
、
自
治
体
が
安
心
し
て
雇
用

　
対
策
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
環
境

　
整
備
を
行
う
こ
と
。

四
、
景
気
対
策
を
通
じ
て
拡
大
す
る

　
公
共
事
業
に
対
し
て
、
地
方
負
担

　
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

　
十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　

で
様
々
な
障
害
が
出
て
い
る
な
ら
ば
、

ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

■
答
弁
　
財
政
の
再
建
と
地
域
の
再

生
に
向
け
て
、
再
生
計
画
に
基
づ
き
、

国
・
道
の
助
言
や
支
援
の
下
で
着
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
そ
の
中
で
今
、

市
民
が
自
助
努
力
で
新
し
い
夕
張
を

作
っ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
本
市
の
将
来
を
見
据
え
、
最

低
限
必
要
な
も
の
を
中
心
に
、
国
・

道
へ
支
援
を
求
め
て
行
き
た
い
と
考

え
る
。
地
域
の
再
生
と
い
っ
て
も
、

何
が
再
生
に
つ
な
が
る
の
か
、
先
ず

は
現
状
整
理
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
る
が
、
本
市
に
お
け
る
人
口

の
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
問
題
は
当

然
あ
る
が
、
市
民
が
生
活
し
て
い
く

上
で
基
本
と
な
る
生
活
基
盤
の
整
備
、

地
域
医
療
体
制
の
構
築
と
福
祉
の
充

実
等
々
、
地
域
再
生
に
必
要
な
課
題

を
、
基
本
方
針
を
持
ち
つ
つ
「
あ
れ

も
、
こ
れ
も
」
で
は
な
く
真
に
必
要

な
要
請
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
ま
す
。
　

（
１
）
光
通
信
の
市
内
整
備
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

※
質
問
の
趣
旨
　

　
５
月
に
議
長
、
副
議
長
が
議
会
と

し
て
道
内
選
出
の
国
会
議
員
等
に
要

請
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
十
分
な

手
ご
た
え
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を

受
け
、
市
長
と
し
て
高
齢
化
社
会
に

向
け
て
、
ま
た
福
祉
、
教
育
、
企
業

誘
致
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
で
あ

ろ
う
光
通
信
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
を
質
問
し
ま
し
た
。

○
光
通
信
に
つ
い
て

伝
里
雅
之
議
員
質
問

　
拡
充
に
向
け
た
意
見
書

※
今
年
度
政
府
予
算
に
お
い
て
は
、

　
「
高
校
授
業
料
無
償
化
」
「
子
ど

　
も
手
当
て
」
が
計
上
さ
れ
た
が
、

　
教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
給
食
費
、

　
修
学
旅
行
費
、
テ
ス
ト
や
ド
リ
ル

　
な
ど
の
教
材
費
な
ど
の
保
護
者
負

　
担
が
存
在
し
、
都
道
府
県
、
市
町

　
村
に
お
い
て
も
教
材
費
な
ど
に
格

　
差
が
あ
る
。
住
む
地
域
に
関
係
な

　
く
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
保
障
す

　
る
た
め
に
は
、
教
育
予
算
の
拡
充

　
が
必
要
。

一
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

　
堅
持
と
負
担
率
を
２
分
の
１
に
復

　
元
す
る
こ
と
。

二
、
　
人
以
下
学
級
と
教
職
員
定
数

　
の
改
善
を
早
期
に
実
行
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
学
校
教
育
法
第
　
条
３
項

　
を
削
除
し
、
行
き
と
ど
い
た
教
職

　
員
配
置
を
実
現
す
る
こ
と
。

三
、
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
、
教
材

　
費
な
ど
保
護
者
負
担
の
解
消
、
就

　
学
保
障
の
充
実
や
学
校
施
設
整
備
、

　
図
書
費
な
ど
国
の
責
任
に
お
い
て

　
教
育
予
算
の
十
分
な
確
保
、
拡
充

　
を
行
う
こ
と
。

第
３
号
　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

　
を
求
め
る
意
見
書

一
、
医
療
、
福
祉
分
野
の
人
材
確
保

　
を
は
じ
め
と
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

　
ト
対
策
の
充
実
、
農
林
水
産
業
再

　
興
、
環
境
対
策
な
ど
、
今
後
増
大
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■
編
集
委
員
■

　委お員お長　正木邦明
　　　　　　　伝里雅之
　委　　　員　角田浩晃
　委　　　員　高間澄子
　委　　　員　島田達彦

　
　 副 委 員 長 　

　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
　
件
　

　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
８
件

　
　
　
　
　
　
　
　
諮
問
１
件

　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書
３
件
　

議
案

◎
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更
に

　
つ
い
て

◎
平
成
　
年
度
夕
張
市
介
護
保
険
事

　
業
会
計
補
正
予
算

◎
夕
張
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

　
改
正
に
つ
い
て

◎
夕
張
市
医
療
費
給
付
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
夕
張
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

　
部
改
正
に
つ
い
て

報
告

◎
平
成
　
年
度
夕
張
市
一
般
会
計
繰

　
越
明
許
費
繰
越
額
の
報
告
に
つ
い

　
て

◎
平
成
　
年
度
夕
張
市
土
地
開
発
公

　
社
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
に
つ

　
い
て

意
見
書

第
１
号
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

　
ン
接
種
の
公
費
助
成
を
求
め
る
意

　
見
書

※
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
無

　
料
で
接
種
で
き
る
よ
う
に
公
費
助

　
成
を
行
う
こ
と
。

第
２
号
　
２
０
１
１
年
度
国
家
予
算

　
編
成
に
お
け
る
教
育
予
算
確
保
・

　
　

222121

13

６
月
定
例
会

　
　
一
般
質
問

　
　
　

（
質
問
順
）
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高
間
澄
子
議
員
質
問

■
答
弁

　
光
通
信
の
必
要
性
は
認
め
る
が
、

既
存
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
も
含
め
、
夕

張
と
し
て
ど
の
よ
う
な
高
度
通
信
基

盤
が
必
要
か
、
関
係
機
関
と
も
協
議

し
、
検
討
を
重
ね
た
い
。

■
要
望
　

　
来
る
べ
き
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
（
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
社

会
）
は
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
あ
り
、

真
の
夕
張
復
興
に
は
必
要
な
も
の
。

そ
の
た
め
に
光
回
線
を
早
急
に
普
及

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
　
　

○
空
き
校
舎
の
有
効
活

　
島
田
達
彦
議
員
質
問

角
田
浩
晃
議
員
質
問

○
医
療
問
題
つ
い
て
　

　

（
１
）
新
し
い
学
校
づ
く
り
に
、
地

域
の
協
力
を
ど
の
よ
う
に
求
め
、
組

織
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
を
活

用
し
な
が
ら
地
域
と
の
関
り
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。
　

■
答
弁

　
現
在
統
合
委
員
会
に
案
を
示
し
意

見
を
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
市
教
委

が
目
指
す
学
校
像
と
し
て
「
市
民
総

ぐ
る
み
で
支
え
る
学
校
」
「
市
民
に

情
報
発
信
で
き
る
学
校
」
「
市
民
と

児
童
生
徒
の
交
流
が
で
き
る
学
校
」

「
地
域
と
学
校
が
響
き
あ
う
学
校
づ

く
り
」
な
ど
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

に
努
め
た
い
。
　

○
小
学
校
の
一
校
化
に

　
伴
う
学
校
運
営
の
地

　
域
参
加
に
つ
い
て

　

　

　

○
子
宮
頸
が
ん
の
予
防

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公

　
費
助
成
に
つ
い
て
　

（
１
）
底
地
が
国
有
地
と
な
り
有
効

活
用
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
対
策
に
つ
い
て
市
は
ど
の
よ
う
な

要
望
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

■
答
弁

　
　
年
２
月
に
民
主
党
北
海
道
支
部

連
合
会
に
対
し
、
国
の
支
援
策
に
つ

い
て
の
要
望
を
行
っ
た
際
に
、
閉
校

と
な
っ
た
小
中
学
校
用
地
な
ど
、
未

利
用
国
有
地
の
賃
貸
料
の
免
除
等
を

要
望
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
に
お

い
て
土
地
の
有
効
活
用
に
関
す
る
要

望
は
し
て
い
な
い
。
今
後
、
具
体
的

な
活
用
計
画
を
進
め
て
い
く
上
で
必

要
に
な
っ
た
場
合
は
要
請
を
し
て
い

く
。

（
２
）
夕
張
問
題
に
対
す
る
政
府
の

質
問
答
弁
書
で
は
「
夕
張
市
か
ら
具

体
的
な
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
必

要
に
応
じ
て
関
係
各
庁
と
連
携
し
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
』
と
答
弁
さ
れ

て
い
る
が
、
今
具
体
的
に
そ
の
活
用

策
を
示
す
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

■
答
弁

　
今
後
、
空
校
舎
の
有
効
活
用
を
図

り
、
若
年
層
の
定
住
対
策
、
雇
用
の

創
出
な
ど
、
市
の
全
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
な
方
針
を
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
国
の
研
究
機
関
や
教

育
機
関
の
誘
致
な
ど
、
国
に
対
す
る

支
援
策
の
提
案
内
容
に
つ
い
て
道
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

■
要
望

　
空
き
校
舎
の
再
利
用
に
は
多
額
の

修
繕
費
、
維
持
費
が
掛
か
る
。
無
償

譲
渡
な
ど
貸
借
条
件
を
緩
和
し
て
企

業
誘
致
を
進
め
て
欲
し
い
。
　

22

（
１
）
他
市
町
村
の
取
り
組
み
の
実

態
も
あ
る
が
、
夕
張
市
の
状
況
と
今

後
の
考
え
方
は
。

※
質
問
の
趣
旨

　
子
宮
頸
が
ん
か
ら
女
性
や
こ
ど
も

を
守
る
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
任

意
の
た
め
、
全
額
自
己
負
担
が
原
則

だ
が
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
公
費
助
成
に
取
り
組
む
自
治
体

が
広
が
っ
て
い
る
。
財
政
破
た
ん
の

夕
張
で
は
あ
る
が
、
幸
福
の
黄
色
い

ハ
ン
カ
チ
基
金
等
活
用
で
公
費
助
成

の
実
施
と
、
加
え
て
定
期
接
種
の
実

施
を
国
へ
要
望
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
の
か
。

■
答
弁

　
本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
８
年
か

ら
平
成
　
年
ま
で
の
　
年
間
で
　
人

が
子
宮
頸
が
ん
で
死
亡
し
て
お
り
、

統
計
的
に
死
亡
者
数
が
高
い
状
況
に

あ
る
。
道
内
の
自
治
体
も
独
自
に
公

費
助
成
を
行
い
接
種
を
推
奨
し
て
い

る
が
、
財
政
再
建
下
の
本
市
に
お
い

て
は
他
市
町
村
に
先
立
っ
て
市
独
自

の
公
費
助
成
の
実
施
は
難
し
い
。

■
再
質
問

　
ウ
ィ
ル
ス
に
効
く
ワ
ク
チ
ン
接
種

と
検
診
の
定
期
的
な
受
診
に
よ
っ
て

発
病
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
な
「
唯
一

予
防
で
き
る
が
ん
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
海
外
で
は
数
年
前
か
ら
無
料
接
種

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
対

策
が
遅
れ
年
間
１
５
０
０
０
人
の
女

性
が
子
宮
頸
が
ん
に
掛
か
り
３
５
０

16

17

10

０
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
全

国
自
治
体
の
一
割
に
近
い
市
町
村
が

助
成
を
始
め
て
い
ま
す
。
効
果
が
高

い
特
定
年
齢
（
　
歳
想
定
）
へ
の
一

斉
接
種
で
女
性
の
命
と
健
康
が
守
ら

れ
医
療
コ
ス
ト
の
点
か
ら
も
極
め
て

効
果
的
な
こ
と
で
す
。

■
答
弁

　
現
在
、
全
国
市
長
会
に
お
い
て
、

普
及
計
画
や
接
種
費
用
の
軽
減
等
に

つ
い
て
、
国
に
対
し
要
望
を
行
う
と

承
知
し
て
い
る
。
市
と
し
て
今
後
、

ハ
ン
カ
チ
基
金
の
活
用
も
含
め
国
の

動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
予
防
に
向
け

て
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

12

（
１
）
医
療
の
現
状
と
今
後
に
つ
い

て
。

（
２
）
指
定
管
理
者
と
地
域
医
療
と

の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
。

（
３
）
今
後
進
め
る
移
転
改
築
に
対

す
る
考
え
方
は
。

■
答
弁

　
本
市
に
お
け
る
医
療
体
制
の
現
状

は
、
市
立
総
合
病
院
が
財
政
破
た
ん

に
よ
り
閉
院
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
　
時
間
受
入
れ
可
能
な
救
急
指
定

病
院
の
廃
止
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
市
内
医
療
機
関
の
協
力
の
下
、

病
状
の
軽
い
初
期
救
急
の
受
入
れ
を

し
て
い
た
だ
き
、
高
次
医
療
が
必
要

と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
市
外
の
病
院

の
協
力
に
よ
り
受
入
れ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
重
要
な
の
は
市
内
、
市

外
医
療
機
関
の
連
携
で
あ
り
、
特
に
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市
内
に
お
け
る
連
携
に
つ
い
て
は
、

市
立
診
療
所
が
中
心
と
な
っ
て
市
民

全
体
の
検
査
や
、
病
床
利
用
に
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

は
、
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
十

分
に
果
た
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い

状
況
で
す
。
今
後
、
指
定
管
理
病
院

で
あ
る
夕
張
希
望
の
杜
に
は
、
協
定

書
に
あ
る
業
務
を
最
優
先
に
し
て
い

た
だ
く
と
共
に
、
心
肺
停
止
患
者
に

つ
い
て
も
市
内
医
療
機
関
同
様
、
救

急
隊
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

可
能
な
限
り
受
入
れ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
進
め
る
診
療
所
の
移
転
改
築

に
は
、
指
定
管
理
協
定
書
に
お
け
る

条
件
整
備
を
十
分
検
討
し
、
そ
の
条

件
を
満
た
す
医
療
法
人
が
現
れ
る
ま

で
、
建
設
は
し
な
い
方
針
で
あ
り
ま

す
。

■
要
望

　
市
民
に
と
っ
て
住
み
続
け
る
た
め

に
は
医
療
的
な
条
件
は
外
す
こ
と
の

で
き
な
い
要
件
で
す
。

　
市
と
市
立
診
療
所
が
市
民
の
安
全

安
心
の
た
め
に
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

再
考
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
現
段
階
に
お
い
て
は
市
と
市
立
診

療
所
を
運
営
す
る
夕
張
希
望
の
杜
と

の
間
に
、
か
な
り
の
ズ
レ
を
感
じ
ま

す
。
市
の
指
定
管
理
病
院
を
運
営
す

る
と
い
う
事
の
意
味
を
し
っ
か
り
確

認
し
あ
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

上
で
希
望
の
杜
に
お
け
る
人
的
な
不

足
は
な
い
か
等
、
細
部
に
わ
た
る
協

議
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
市
民

の
安
心
の
た
め
に
お
互
い
の
連
携
の

強
化
は
不
可
欠
な
事
項
と
考
え
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
用
に
つ
い
て




